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1．はじめに（研究の経過、日本血栓止血学会による「フォンウィルブランド病」診療ガイドライン、AMED による評

価、倫理委員会延長などを含み）   東北大加齢研  堀内久徳（研究代表者）（10 分） 

 

 

      

  



2．本研究における成果： 

（1）高ずり応力に伴う後天性フォンウィルブランド症候群の発症メカニズム（最近の進歩、治療薬の開発を

含めて）   奈良医大輸血部 松本雅則 (質疑併せて 10 分) 

 

 

  



（2）診断法である VWF マルチマー解析の標準化・簡便化 

    国立循環器病研究センター  小亀浩市 （10 分） 

 
  



（3）臨床検査室における簡易診断法の可能性 

    東北大検査部  菅原新吾 (10 分) 

 

 

  



（3）大動脈弁狭窄症における AVWS 

東北大加齢研   堀内久徳 （10 分） 

 

 

天理よろづ相談所病院  田村俊寛 （10 分） 

 

  



（5）インペラにおける AVWS 

    京都大循環器内科  渡辺真 （10 分） 

 

  



（6）LVAD における AVWS  

    東北大心臓血管外科  齋木佳克  (10 分) 

 

  



（7）その他の循環器疾患における AVWS 等（MR、血管異形成消退など） 

    東北大加齢研  堀内久徳 （10 分） 

 

  



（8）大動脈弁狭窄症と消化管血管血管異形成 

    京都府立医大消化器内科  井上健 （15 分） 

 

 

 

 

 

 

  



3．謝辞と今後の研究の展開  東北大加齢研   堀内久徳 （10 分） 

 

 

AMED エビデンス創出研究 Program Officer 
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